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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
〇
〇
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

景
気
の
回
復
は
目
に
見
え
る
形
で
安
定
基

調
に
な
ら
な
い
現
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
様

な
状
況
の
中
で
、国
は
三
位
一
体
の
改
革
を

進
め
て
き
て
い
ま
す
が
、国
の
財
政
事
情
が

厳
し
い
だ
け
に
何
等
か
の
改
革
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
理
解
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
問
題
点
は
国
庫
補
助
負
担
金
を

削
減
し
て
、そ
の
代
替
と
し
て
の
税
源
の
移

譲
が
十
分
行
わ
れ
な
い
点
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
税
源
移
譲
の
額
は
自
治
体
に
よ
り
差
が
あ

り
、
特
に
小
さ
な
自
治
体
で
極
め
て
少
な
い
額
と
な
っ
て
お
り
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　

本
村
は
住
民
投
票
に
よ
り
自
立
の
道
を
選
択
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
方
向
を
決
め
た
以

上
、
そ
の
道
程
は
ど
ん
な
に
厳
し
く
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
乗
り
越
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
番
重
要
な
こ
と
は
住
民
と
行
政
が
如
何
に
協
力
し
合
っ
て
村
づ
く
り

を
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
方
々
も
行
政
に
注
文
を
つ
け
た
り
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
勿
論
大
切
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
実
行
に
移
し
て
い
く
、
ま
た
一
方
行
政
と
協
力
す
べ

き
は
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非
年
頭
に
あ
た
り
自
分
た
ち
の
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
又
何
を
す
べ
き
か
そ
れ
ぞ
れ
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
を
良
く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
誰
で
も
同
じ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
村
長

を
中
心
に
良
い
姿
で
の
住
民
参
加
の
も
と
、
し
っ
か
り
し
た
協
力
体
勢
を
組
ん
で
村
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
様
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
三
期
十
二
年
間
皆
様
方
の
絶
大
な
ご
支

援
、
ご
協
力
に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
重
ね
て
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
御

祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
の
初
頭
に
あ
た
り
村
議
会
を

代
表
し
て
皆
様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心

よ
り
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
我
々
の
議
会
活
動
に
対
し
御
支
援

御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
幾
多
の
台
風
の
上
陸
に
よ
り

日
本
の
各
地
に
集
中
豪
雨
災
害
、又
新
潟
県

中
越
地
震
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
、大
変

な
年
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に
し
て
本
村
で

は
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
年
で
あ

り
ま
し
た
。
又
、本
村
の
懸
案
で
あ
り
ま
し

た
松
川
町
と
の
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
皆
様
御
承
知
の
通
り
、
住
民
投
票
の
結
果
、
合
併

反
対
が
多
数
と
な
り
自
立
を
目
指
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
何
れ
に
し
て
も
、
国
の

三
位
一
体
改
革
、
更
に
は
県
財
政
の 
逼
迫 
等
に
よ
り
、
今
後
の
村
政
に
つ
い
て
も
大
変
に

ひ
っ
ぱ
く

厳
し
い
運
営
が
余
儀
無
く
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
の
減
少
が
更
に
進
む
中
で
行
財
政

改
革
は
必
須
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
村
民
あ
げ
て
行
財
政
改
革
の
諸
課
題
に
真
剣
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
村
の
存
続
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
加
え
て
本
村
の
自
然
と
環
境
、
そ
れ
に

先
人
の
築
き
上
げ
た
歴
史
と
文
化
の
村
と
し
て
、
後
世
に
伝
承
し
、
安
全
で
安
心
の
地
域

づ
く
り
を
村
民
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
執
行
者
と
共
に
議
会
議
員
一
同
本
村
の
諸
課
題
に
取
り
組
み
知
恵
を
出
し
合
い
、

全
力
で
頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

 　

大 

鹿 

村 

長
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夫 

 　

大
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会
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長
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十
二
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
三
日
か
ら
十

七
日
ま
で
、
五
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告

一
件
、
付
議
事
件
九
件
、
請
願
六
件
、
議
員
発
議
三
件
が

上
程
さ
れ
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
議
員
発
議

は
可
決
さ
れ
て
、
国
に
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
は
、
一
人
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

１６

１２

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

報　
　

告

報
告
第
一
号　

平
成
十
六
年
度

定
期
監
査
報
告
に
つ
い
て

付
議
事
件

議
案
第
一
号　

選
挙
公
報
の
発
行

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

村
議
会
議
員
、
村
長
の
選
挙
に
お

い
て
選
挙
管
理
委
員
会
は
選
挙
公

報
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
二
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
三
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
四
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
五
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
六
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
授
産
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
七
号　

大
鹿
村
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

 

（
承
認
）

平
成
十
七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度

ま
で
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

書議
案
第
八
号　

長
野
県
町
村
総
合

事
務
組
合
を
組
織
す
る
町
村
数
の

減
少
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

議
案
第
九
号　

長
野
県
市
町
村
自

治
振
興
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

数
の
減
少
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

長
野
市
に
一
月
一
日
合
併
す
る
四

町
村
の
各
組
合
脱
退
の
協
議

請　
　

願

○
安
全
・
安
心
の
医
療
制
度
の
確

立
を
求
め
る
請
願
書

 

（
継
続
審
査
）

○
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

介
護
保
険
制
度
へ
の
改
善
を
求
め

る
請
願
書

議
員
発
議

発
議
第
一
号　

中
小
企
業
の
当
面

す
る
金
融
上
の
困
難
を
解
消
し
、

「
金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

 

（
可
決
）

発
議
第
二
号　

「
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画
」
見
直
し
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

 

（
可
決
）

発
議
第
三
号　

W
T
Ｏ
・
F
T
Ａ

交
渉
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

 

　

（
可
決
）

一
般
質
問

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊
村
長
の
任
期
満
了
後
の
施
政
の

継
続
に
つ
い
て

（
村
長
）　

行
政
の
継
続
に
つ
い
て
、

経
常
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
当
然

の
こ
と
、
任
意
施
策
に
つ
い
て
は

流
動
的
で
あ
り
、
そ
の
時
の
長
の

考
え
方
に
よ
る
も
の
と
思
う
。

　

「
森
と
環
境
を
考
え
る
委
員
会
」

「
大
鹿
歌
舞
伎
の
組
織
改
革
」
に

つ
い
て
は
考
え
を
引
き
継
い
で
も

ら
い
た
い
。
ま
た
村
民
の
皆
様
の

協
力
を
期
待
す
る
。

＊
村
内
の
諸
団
体
の
事
務
運
営
に

つ
い
て

（
村
長
）　

商
工
会
事
務
局
が
扱
っ

て
い
る
事
務
だ
が
、
今
の
ま
ま
で

継
続
で
き
れ
ば
い
い
が
、
で
き
な

く
な
っ
た
時
は
各
団
体
の
自
主
的

な
運
営
を
大
事
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
組
み
立
て
る
こ
と
が

大
事
。
行
政
の
関
与
は
深
く
な
ら

な
い
よ
う
に
。

 

（
継
続
審
査
）

○
中
小
企
業
の
当
面
す
る
金
融
上

の
困
難
を
解
消
し
、「
金
融
ア
セ

ス
メ
ン
ト
法
」
の
制
定
を
求
め
る

決
議
を
要
望
す
る
請
願

 

（
採
択
）

○
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
見
直
し
に
関
す
る
請
願

 

（
採
択
）

○
W
T
Ｏ
・
F
T
Ａ
交
渉
に
関
す

る
請
願 

（
採
択
）

○
「
人
権
侵
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
請

願
書

 

（
継
続
審
査
）
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平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
、
大
鹿
村
に
居
住
し
て
い
た
人

で
、
次
の
〔
一
〕
か
ら
〔
五
〕
ま
で
に
該
当
す
る
方
。

〔
一
〕
平
成
十
六
年
中
に
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
配

当
、
地
代
家
賃
、
譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得
の
あ
っ
た
人

　

申
告
と
納
税
の
期
限
は
い
ず
れ
も
三
月
十
五
日（
火
）で
す
。

　

ま
た
、
大
鹿
村
の
納
税
相
談
は
二
月
十
七
日（
木
）か
ら
三
月

十
五
日（
火
）ま
で
の
予
定
で
す
。
場
所
は
、
大
鹿
村
役
場
の
ほ

か
、
大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
鹿
塩
地
区
館
で
行
う
予

定
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
で
き
る
だ
け
指
定
日
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

○
申
告
、
納
税
が
遅
れ
る
と

　

期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告

を
し
ま
す
と
、
後
か
ら
不
足
の
税
を
納
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

加
算
税
や
延
滞
金
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

事
業
を
し
て
い
る
方
や
不
動
産
収
入
、
年
金
収
入
の
あ
る
方

で
、
平
成
十
六
年
中
の
各
種
の
所
得
金
額
か
ら
所
得
控
除
を
差

し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
と
し
て
算
出
し
た
税
額
が
、
配
当
控

除
額
よ
り
も
多
い
人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

《
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
》

（
一
） 給
与
の
収
入
額
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場
合

（
二
） 給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
こ
え
る
場
合

（
三
） 給
与
を
二
箇
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
場
合
な
ど

〔
二
〕
給
与
を
二
箇
所
以
上
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
人
（
恩
給
、

年
金
な
ど
を
受
け
た
人
も
含
む
）　
　

〔
三
〕
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

〔
四
〕
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
個
人
事
業
の
従
事
者
、
土
木

事
業
等
の
従
事
者
、
内
職
な
ど
の
賃
金
を
受
け
た
人

〔
五
〕
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

　

な
お
、
配
布
さ
れ
た
村
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書
は
所
得
税

に
関
係
の
な
い
方
も
必
ず
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

▽
村
・
県
民
税
申
告
書
（
事
前
に
配
布
さ
れ
た
申
告
書
）

▽
印
鑑

▽
農
業
所
得
の
あ
る
人
は
「
平
成
十
六
年
分
の
農
業
所
得
の
収

入
金
報
告
書
」な
ど
作
付
面
積
、
収
入
金
な
ど
の
わ
か
る
書
類

　

（
経
費
目
安
割
合
と
な
っ
た
た
め
、農
地
を
作
付
さ
れ
て
い
て

し
か
も
自
家
消
費
の
み
の
方
も
す
べ
て
該
当
と
な
り
ま
す
。）

▽
営
業
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
入
、
支
出
の
わ
か
る

書
類

▽
給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
受
給
者
は
、
源
泉
徴
収
票
又
は
支

払
い
証
明
書

▽
各
種
控
除
証
明
書
、
領
収
書

（
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年

金
・
農
業
者
年
金
等
の
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
医
療
費
、

介
護
負
担
金
、
寄
付
金
）
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類

▽
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
障
害
者
手
帳
、
そ
の
他
必
要

な
証
明

＊
必
要
で
あ
る
か
不
明
な
場
合
は
す
べ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

 

三
月
十
五
日（
火
） 
ま
で
で
す
。

納
税
相
談
に
必
要
な
も
の
は

 

次
の
通
り
で
す
。

村
民
税
・
県
民
税
の
申
告
も

 

お
忘
れ
な
く
！

◎主に営業〔白色〕及び譲渡所得のある方及び特に相談内容のある方については、

自治会の割り当てとは別に２月１６日（水）から３月１５日（火）までに（土、日は除

く）直接、飯田税務署において、ご相談下さるようお願いします。

◎税の申告は、自己の収支計算により申告されることが原則となっております。

農業所得及び営業所得〔白色〕の方は事前に収支をまとめてきて下さい。

　（特に領収書等については、合計してまとめてご持参いただけるようお願いい

たします。）

確定申告は『自書申告』でお願いします。
�����������������������������������������������������������
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＊
指
定
日
以
外
の
場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指

定
日
に
お
願
い
し
ま
す
。

*
都
合
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
会
場
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納

税

相

談

日

納 

税 

相 

談 

日　
（
予
定
）

一
、
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
（
土
、
日
を
除
く
）

二
、
日　

程

【農業所得経費目安割合について】
長野県の平成16年分の農業所得経費目安割合は、下記の３種類〔３業種〕となります

田作物農業収入が一番多い方が使う目安割合91％田作物農業用経費目安割合

畑作物農業収入が一番多い方が使う目安割合77％畑作物農業用経費目安割合

果樹栽培農業収入が一番多い方が使う目安割合78％果樹栽培農業用経費目安割合

経費目安割合には、従来の標準外経費
（減価償却費、作業委託費、雇人費、
支払小作料、土地改良費など）は、す
べて含まれており、別途控除すること
はできません。

　　※重要です※

【農業所得経費目安割合の計算式】

①農業に係わる収入金額 （Ａ） ×経費目安割合＝必要経費の目安となる金額 （Ｂ）

②農業所得 （Ｃ） ＝ （Ａ） － （Ｂ）

実際の計算例 （米の収入が一番多い方の場合）

①2,000,000円×91％＝1,820,000円

②2,000,000円－1,820,000円＝180,000円 ⇒農業所得

＊農業所得について、現在は青色申告、白色申告という収支計算によるものと上記のように経費目安割合を使用する３つの方法があ

ります。 農業所得は収支計算による算出方法にできる限り移行されますようにご尽力をお願いします｡ そこで、 村内の農家の方

に収支計算の具体的な事務処理について研修会を確定申告時に先駆けて本年も開催いたします｡ 農家の皆さん公私ともご多忙と

は思いますが、 ご出席をお願いします｡ 昨年と同様に、 平日の夜２日間に分け、役場二階会議室で鹿塩地区、 大河原地区の農家

の方々を対象に実施いたします｡ また、 平成15年分の農業収入が300万円を超えている農家の方は、 原則として経費目安割合は

使用できませんので、 収支計算で農業所得を算出することになります｡（下記の研修会の開催通知は、各農家宛別途送付いたしております｡）

農業所得収支計算説明会　平成17年１月24日(月）鹿塩地区の農家、平成17年１月27日(木）大河原地区の農家
（会場）役場二階研修会議室　（時間）午後７時00分～午後９時00分　　　　　　　

<ご持参いただくもの>①筆記具、②電卓、③役場よりあらかじめお配りした文書(収入金報告書等）、④その他必要なもの

�

�

�

�

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

＊なお、農業所得を算出する方法で、不明な点、疑問点等ありましたら当日お出しください｡わかる範囲でお答えいたします｡即

答できない問題等については、後日調べましてから回答いたしますので、どんなことでも結構ですのでどんどんお出しくださ

い｡ また、研修会以外の日でも聞きたいことがございましたら、電話、来庁の折などに下記までお問い合わせください｡

<お問い合わせ先>　総務課 税務係　電話 0265－39－2001

　

月　
　

日

二
月
十
七
日

 

（
木
）

二
月
十
八
日

 

（
金
）

二
月
二
十
一
日

 

（
月
）

二
月
二
十
二
日

 

（
火
）

二
月
二
十
三
日

 

（
水
）

二
月
二
十
四
日

 

（
木
）

二
月
二
十
五
日

 

（
金
）

二
月
二
十
八
日

 

（
月
）

三
月
一
日

 

（
火
）

三
月
二
日

 

（
水
）

三
月
三
日

 

（
木
）

三
月
四
日

 

（
金
）

三
月
七
日

 

（
月
）

三
月
八
日

 

（
火
）

三
月
九
日

 

（
水
）

三
月
十
日

 

（
木
）

三
月
十
一
日

 

（
金
）

三
月
十
四
日

 

（
月
）

三
月
十
五
日

 

（
火
）

　
　

会　
　
　

場

大
鹿
村
役
場

 

二
階
研
修
会
議
室

　
　
　
　

〃

大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー

 

（
大
河
原
）

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

大
鹿
村
役
場

 

二
階
研
修
会
議
室

公
民
館
鹿
塩
地
区
館

 

（
鹿
塩
）

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

　
　
　
　

〃

大
鹿
村
役
場

 

二
階
研
修
会
議
室

　
　
　
　

〃

時
間

午
前

の
み

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

午
後

午
前

の
み

午
前

午
後

　
　

割
り
当
て
の
自
治
会
名

落
合

予
備
日

下
市
場
一

下
市
場
二

上
市
場

上
蔵

釜
沢
・
清
水

沢
戸

上
青
木
・
深
ヶ
沢

中
尾

文
満
・
文
満
団
地

下
青
木

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

予
備
日

梨
原

沢
井
・
入
沢
井

大
栗

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

塩
河

中
峰

西北
入
一
・
北
入
二

塩
原

河
合
・
南
山

指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

農
業
青
色
申
告
者

予
備
日
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国
道
一
五
二
号　

新
し
い

小
渋
橋
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

現
在
新
し
い
小
渋
橋
を
建
設
中

で
す
。

　

『
橋
の
名
前
』
と
『
高
欄
の
色
』

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

【
内
容
】　

自
治
会
を
通
じ
て
全
戸

に
記
入
用
紙
を
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
下
の
質
問
に
つ
い
て
ご
記
入

の
上
、
平
成　

年
１
月　

日
ま

１７

３１

で
に
自
治
会
長
さ
ん
へ
提
出
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
質
問
事
項
】

　

１
、
橋
の
名
前
に
つ
い
て

　

２
、
高
欄
（
手
す
り
）
の
色
に

つ
い
て

【
集
計
内
容
の
公
表
】　

平
成　

年
１７

２
月
以
降
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

や
広
報
大
鹿
で
公
表
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

飯
田
建
設
事
務
所　

建
設
課

　

松
沢　

�　

－

０
４
５
５

５３

　

大
鹿
村
役
場　

産
業
建
設
課

　

長
尾　

�　

－

２
０
０
１

３９

義
援
金
の
実
績
に
つ
い
て

　

村
民
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
義
援
金
を
日
赤
長
野
県
支

部
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
し

た
、
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

内
訳

　

新
潟
県
梅
雨
災
害
義
援
金

 

４
２
、９
０
０
円

　

福
井
県
梅
雨
災
害
義
援
金

 

７
９
、１
０
０
円

　

新
潟
中
越
地
震
災
害
義
援
金

 

７
５
１
、９
６
１
円

消
防
庁
長
官
報
償

 

島　

�　

英　

三

　
 

北　

澤　
　
　

誠

長
野
県
知
事
報
償

 

　

熊　

谷　

英　

俊

長
野
県
消
防
協
会
感
謝
状

 

島　

�　

英　

三

飯
伊
消
防
協
会
感
謝
状

 

　

島　

�　

英　

三

 

北　

澤　
　
　

誠

 

熊　

谷　

英　

俊

 

下　

平　

哲　

也

 

北　

村　

信　

三

大
鹿
村
消
防
団
感
謝
状

 

　

島　

�　

英　

三

 

北　

澤　
　
　

誠

 

熊　

谷　

英　

俊

 

下　

平　

哲　

也

 

北　

村　

信　

三

 

峯　

下　

幸　

男

長
野
県
消
防
協
会

　

団
優
秀
章 

大
鹿
村
消
防
団

　

功
績
章 

森　

下　
　
　

隆

　

努
力
章 

足　

助　

義　

則

　

精
勤
章 

葛　

西　

孝　

一

　
　

〃 

平　

瀬　

定　

雄

表 

彰 

者 

一 

覧

　

去
る
１
月
６
日（
木
）午
前　

時
１０

よ
り
大
鹿
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
平
成　

年
大
鹿
村
消
防
団
出

１７

初
式
が
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

村　長　の　閲　団

飯
伊
消
防
協
会

　

功
績
章 

駒　

瀬　
　
　

工

　

功
労
章 

田　

中　

康　

啓

　
　

〃 

紙　

谷　

雅　

幸

竜
東
地
区
班

　

功
績
章 

森　

本　

千
佳
志

　
　

〃 

後　

藤　

慎　

治

　
　

〃 

今　

村　

勝　

利

 

退
団
報
償
・
感
謝
状

 

団
・
団
員
表
彰

完成予想図
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小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

　

大
鹿
小
学
校
で
は
、
十
二
月
に

古
く
な
っ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
パ

ソ
コ
ン
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
は
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
で
し
た
が
、
今
回
は
普
通

教
室
で
も
使
え
る
よ
う
に
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を　

台
購
入
し
ま
し
た
。

１９

パ
ソ
コ
ン
の
他
に
、液
晶
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
を
購
入

し
授
業
に
利
用
し
ま
す
。

　

写
真
は
、
早
速
新
し
い
パ
ソ
コ

ン
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
使
い
始
め
ま

し
た
。

　

今
日
は
、
初
め
て
の
機
器
の
使

い
方
に
慣
れ
る
こ
と
と
、
日
本
の

方
言
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
、
調
査
す
る
こ
と
を
行
い
ま
し

た
。
は
じ
め
は
戸
惑
っ
て
い
た
児

童
達
も
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
授
業
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
全
学

年
で
機
器
を
有
効
に
利
用
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　民生児童委員が改選されました

氏名及び担当地区は次のとおりです。

また任期は平成１６年１２月１日から平成１９年１１月３０日までです。

電話番号住　所担　当氏　　名職名

39－2458鹿塩126南山・河合・
塩河・西菅沼　和人会　長再

39－2051大河原3444下市場一・下
市場二田島　龍二副会長再

39－2957鹿塩3940
塩原・大栗・
北入一・北入
二

松尾　久子再

39－2641鹿塩470中峰・梨原・
沢井・入沢井中島さだ子再

39－2223大河原1680
下青木・上青
木・深が沢・
北の原

宮坂　　恵再

39－2308鹿塩4341文満・文満団
地・落合間瀬マユリ再

39－2052大河原3994上市場・
清水・中尾北村　嘉盛新

39－2155大河原2285釜沢・上蔵・
沢戸上前　丈夫新

39－2770大河原2088村内全域宮崎　安子
主　任
児童委員

再

39－2001大河原354保健福祉課長島崎　英三事務局

39－2268大河原362在宅介護支援
センター係長神崎あさ子事務局

39－2865大河原362
大鹿村社会福
祉協議会ホー
ムヘルパー

伝宝　弘子事務局

　ヘルス・スクリーニング結果報告会

　ヘルス・スクリーニングを受診された皆さんに、

次の日程で結果をお返しします。できるだけ、本

人がお出かけいただけるようにお願いします。２

月１日・２日は、佐久の健康管理センターから説

明に来ます。

　上記の会場へ来られない方は、次の会場へお出

かけ下さい。

※健康手帳を持って、お出かけください。

場　　所時　　　間月　日

交流センター午後１：００～午後６：３０
２月１日
（火）

鹿塩地区館
午前９：００～午後１：００

２月２日
（水）

午後４：００～午後６：３０

場　　所時　　　間月　日

東 部 地 区 館午後１：３０～２：３０
２月３日
（木）

農協鹿塩支所午後４：３０～６：００

上 蔵 集 会 所午後１：３０～３：００
２月７日
（月）

農協大鹿支所午後４：００～６：００

北入一集会所午前１０：３０～１１：３０
２月８日
（火）

役場保健福祉課午後３：００～６：００
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　　１月15日～21日

　　１月17日

1995年１月17日 あの日を忘れてはいけない。
午前５時46分

淡路島北部を震源とするM７．２の地震が神戸を中心とする大都市を襲った。

【震度６】一部は震度７の直下型

死　　　者　６，３００人

家屋全半壊　２５万７，８９０戸

家 屋 焼 失　７，４６５戸

あの日に立ちかえって、ボランティアの原点をもう一度考えよう。
日頃の防災管理からはじまります。……

災害ボランティアの現場では、自己完結型のボランティアが求められます。

災害という緊急時への準備がないと、災害ボランティアはおろか、自分自身の身を守る事も困難になります。

防災ボランティア参加の有無にかかわらず、日頃の防災管理はすべての人にとって重要です。

日頃の防災意識の高揚、そして災害に対して備えることで、防災ボランティアの基盤を作りましょう。

職場を支えるあの人の最低賃金だいじょうぶ？

長野労働局

※精皆勤手当、通勤手当、家族手当は最低賃金の対

象とはなりません。

お問い合せは、最寄りの労働基準監督署　又は

　　　　　　　長野労働局　労働基準部　賃金室

（電話026－223－0555　内線2324）へ

効力発生日時間額地域別最低賃金

改
正

平成16年
10月１日647円長野県最低賃金

効力発生日時間額産業別最低賃金

改
正

平成16年
11月27日748円

電気機械器具、情報
通信機械器具、電子
部品・デバイス、精密
機械器具製造業

改
正

平成16年
11月27日759円

一般機械器具、自動
車・同附属品、船舶
製造・修理業、舶用
機関製造業

改
正

平成16年
12月31日724円

各種商品小売業
（百貨店等、衣・食・住に
わたる商品を販売する事
業所）

据
置

平成15年
12月31日732円印刷、製版業
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１ 配偶者特別控除制度が改正されていますのでご注意！

配偶者特別控除（上乗せ部分）が廃止されました
　平成１６年分以後の所得税について、配偶者特別控除のうち配偶者控除に上乗せして適用される部分（最高３８万円）

が廃止されました。

　配偶者特別控除額は最高で３８万円です。

　ただし、配偶者の合計所得金額が４０万円以上の

場合には、その合計所得金額に応じて控除額を調

整するしくみになっています。

２ 配偶者特別控除の控除額

配偶者特別控除の額配偶者の合計所得金額

３８万円３8万円を超え４０万円未満

３６万円４０万円以上４５万円未満

３１万円４５万円以上５０万円未満

２６万円５０万円以上５５万円未満

２１万円５５万円以上６０万円未満

１６万円６０万円以上６５万円未満

１１万円６５万円以上７０万円未満

６万円７０万円以上７５万円未満

３万円７５万円以上７６万円未満

０円７６万円以上

３ 配偶者特別控除を受けるための要件

（１）控除を受ける年のその人の合計所得金額が１千万円

以下であること。

（２）配偶者が次の６つのすべてに当てはまること。

　イ　法律上の配偶者であること。

　ロ　納税者と生計を一にしていること。

　ハ　青色申告者の事業専従者として給与の支払いを受

けていないこと又は白色申告者の事業専従者でな

いこと。

　ニ　ほかの人の扶養親族となっていないこと。

　ホ　年間の合計所得金額が７６万円未満であること。

　ヘ　控除対象配偶者に当たらないこと。

　平成１７年１月２４日（月）から長野地方法務局飯田支局では大鹿村他下伊那郡下の市町村の土地・建物の不動産登記

事務について、コンピュータによる処理を行います。

　これに伴い、従来の登記簿謄・抄本に代わり、登記事項証明書を発行することになります。併せて、これまで

行っていた不動産登記簿の閲覧制度は廃止され、登記事項の概要を記載した登記事項要約書を発行することとなり

ます。

　なお、公図の閲覧については、これまでどおりの処理を行います。

【問い合わせ先】

　飯田市大久保町2637番地３

　長野地方法務局飯田支局　�0265－22－0014
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平成16年度主要事業入札結果一覧 （単位：円）
事 業 費請 負 業 者工 事 個 所事 業 名担 当 係担 当 課
3,381,879新井機械ポンプ�他村 内 ３箇所災害備蓄倉庫整備事業行 政 係総 務 課
86,100,000大 協 建 設 �上 蔵大河原簡易水道改良整備工事生活環境係住 民 課
106,575,000吉野組他２業者釜 沢大河原総合簡易水道整備工事〃〃
19,110,000新日本設計�上蔵・釜沢　〃　設計管理委託業務〃〃
39,900,000木 下 建 設 �下 市 場高齢者生活福祉センター増築工事福 祉 係保健福祉課
8,137,500� 嶺 水沢戸・上蔵地区地 籍 調 査 事 業管 理 係産業建設課
19,344,150飯伊森林組合・�トライネット村 有 林流域森林総合整備事業農 林 係〃
768,600飯伊森林組合釜 沢 口緑資源機構分収造林受託事業〃〃

23,100,000� 吉 野 組大 西 公 園新山村振興等農林漁業特別対策事業農業委員会〃
16,695,000牧 島 建 設 �〃〃〃〃
13,597,500�トライネット〃電源立地地域対策交付金事業〃〃
3,087,000大 協 建 設 �鳥倉登山口トイレ設置工事商工観光係〃
2,047,500�トライネット黒 川 牧 道村単牧道防災工事建 設 係〃
43,050,000大 協 建 設 �林道大萱線林 道 開 設 工 事〃〃
17,850,000�トライネット林道中峰黒川線林 道 防 災 工 事〃〃
14,427,000�吉野組・牧島建設�村 内 道 路緊急雇用創出事業〃〃
45,150,000�トライネット村道梨原線村単道路改良工事〃〃
16,180,500大 協 建 設 �村道河合線〃〃〃
3,045,000大 協 建 設 �村道沢戸線〃〃〃
8,463,000� 吉 野 組村道釜沢中央線〃〃〃
8,400,000�トライネット村道中沢線〃〃〃
8,925,000大 協 建 設 �村道沢井線村単道路防災工事〃〃
8,505,000� 小 椋大鹿小学校パソコンシステム購入事業教育委員会教育委員会

ち

さくらの女王　前列第４代　後列第３代


